
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●会長挨拶 関正己会長（代理 関一憲直前会長） 

 

 先日はガバナー訪問に出席していただきありがとうございました。

協議会の内容や５分区の合同懇親会は和やかな雰囲気で行われまし

た。 

昨日、一昨日と被災地の方と一緒にいたんですけど、宇宙船に乗っ

て家族がバラバラになったらどのような順番で助けるか？という問い

かけがありました。色々な考え方があると思いますが、仏教的な考え

方は、一番身近な方から助けるそうです。震災が起きた場合、家族が

バラバラな時はどうしたらよいでしょうか？震災では、親は心配し子

供を探しに行き、津波に飲み込まれてしまったそうです。 

 釜石市には、「津波てんでんこ」という言い伝えがあります。意味は、

一人ひとりが自分の責任で行動するということです。そして家族（相

手）を信頼することが大切です。勝浦も海が近いのでそういう教えに

学ぶ必要があります。釜石市では、1,300 名が亡くなったそうです。

3,000 名の小中学生がいたそうですが、学校管理下にあった小中学生は

誰も亡くならなかったそうです。管理下になかった小中学生が 5 名亡

くなっただけだったそうです。 

先人の教えを実行することが重要だと思いました。勝浦の来年 50 周

年を迎えるにあたって先輩達の教えを参考にしながら進めば良いと感

じました。 

 
●幹事報告 漆原摂子幹事 
１．10 月 24 日は世界ポリオデー  

国際Ｒ日本事務局よりチャリティ・レセプションの案内 

東京・青山学院大学総研ビル 

  １５：３０－１７：３０ ポリオ撲滅公開イベントと討論会 

  東京・ＸＥＸ愛宕グリーンヒルズ 

    １９：３０－２１：３０ チャリティ・レセプション 

登録料１０，０００円 締切は１０月１０日 漆原まで。 
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◆10 月７日（金）のプログラム 
・クラブフォーラム 

 職業奉仕 

 

◆10 月の例会予定 

≪職業奉仕月間、米山月間≫ 

・10 月 14 日（ゲスト卓話） 

 勝浦市長 猿田寿男氏 

・10 月 21 日（ゲスト卓話） 

・10 月 28 日（ゲスト卓話） 

 鴨川ＲＣ 羽鳥幹事 

 

◆11 月の例会予定 

・11 月 4 日振替 11 月 6 日地区大会 

・11 月 11 日（ゲスト卓話） 

・11 月 18 日（ゲスト卓話） 

・11 月 25 日（ゲスト卓話） 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．ロータリーの友 12 月号 家族月間特集として  

ロータリアンの家族を写真とともに紹介。100 字程度の

コメント添付、締切は 10 月 27 日。漆原まで。 

３．山田ガバナーより、先週の公式訪問のお礼状受領。 

 
●ニコニコＢＯＸ 
○本人誕生日 
◆村石愛二君 

 
５８歳になりました。プレゼントありがとうございま

す。ここ３～４年本当に儲からない時代に入ってきて、

そこにまた震災被害で、牛肉はいまだに風評被害で売れ

ませんし、卵も売れ行きが悪いです。本当に景気が厳し

くて大変な状況のなかで、なんとか頑張っております。

 
○結婚記念日 
◆水野敬泰君 

 
この会場に来まして言われたものですから、数えるこ

とができなく、何年かというのが定かではございません

が、来年はしっかり計算してからここに立ちたいと思い

ます。ありがとうございました。 
 
○自主申告 
◆西川佳璋君 

 

クラブ会報委員会：週報についてのご意見、原稿・写真データをお寄せください。  
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私、昨年の 12 月 9 日に腎臓移植をしましたが、その

折りに、午前に手術をされた方と同室でした。その方

とは当初あまり話はしませんでしたが、具合が良くな

ってきた頃にお互い以心伝心で夜の消灯時間が過ぎて

からお話をしました。名前は谷川さんと言い、お仕事

は新聞記者をやっているとの事。退院してからお手紙

を出しましたが、その内容は、9月 4日の台風が、当初

関東に直撃するという予報だったのですがだんだん西

の方に台風が移動して結果的には紀州の方に上陸し、

大きな被害が出るとＮＨＫで流れまして、その時点で

すぐ手紙を出しました。その手紙の内容が、谷川さん

が発行している新聞の、朝日新聞で言えば「天声人語」、

毎日新聞で言えば「余禄」の、コラムの部分に載りま

して、それを少し今日は紹介します。終わりましたら

皆さんにお配りしますので読んでみてください。 

 

◆鈴木覚三郎君 

 
私は公式訪問で、38 回連続の出席をしていたのです

が、その時中座したのは、私の孫がボクシングの試合

だったからです。この子はクォーターのアメリカ人で、

親父はカシアス内藤と言って、昔東洋のミドル級のチ

ャンピオンでした。娘と 16 歳違うのですけれど、美容

と健康のためにボクシングを始めたら講師で来ていた

カシアス内藤に「どうしても結婚したい」と。その時

一生を保証するからぜひとも結婚させてくれって事

で、仕方なしに結婚させました。それから 20 年経ちま

して、孫が横浜の高校で選抜、高校総体、国体で３冠

王になりまして、ロンドンオリンピックを目指したの

ですけれども、親父が咽頭がんを患っていて、早くプ

ロの世界へ行きたいということで、デビュー戦で勝っ

ちゃいました。今後ともよろしくお願いします。 



いう感覚がないものですから、そんなこんなでクールだ

ったのかなとも思うのですけれど、本当は涙も零して演

出すれば良かったのですが残念ながらそういう事態には

なりませんでした。この祝いを本人の方に届けたいと思

います。ありがとうございます。 
 
●クラブフォーラム 
職業奉仕について〔バズセッション〕 
テーマ：職業奉仕は木に例えると、幹であると言われま

す。では何を具体的にやれば幹としての存在感を出せる

のか。 
 
【自由に意見、アイデアを出し合う４原則】 
１．「批判をするな」：他人の意見を批判してはいけない。

批判があるとよいアイデアが出にくくなる。 
２．「自由奔放」：こんなことを言ったら笑われはしない

かなどと考えず、思いついた考えをどんどん言う。「上

品な」ジョーク歓迎。 
３．「質より量」：出来るだけ多くのアイデアを出せ。 
４．「連想と結合」：他人の意見を聞いてそれに触発され、

連動を働かせ、或いは他人の意見に自分のアイデアを加

えて新しい意見として述べるというのが一つのやり方。

 
≪水野敬泰担当理事≫ 
10 月は職業奉仕月間ということで、第 1例会はバズセ

ッションをやるんですよと、関会長がロータリーの長期

計画にきちっと謳っております。それに従いまして、き

ちっとやろうと職業奉仕の方でいろいろ考えましたが、

時間と言うよりは私自身の能力のなさで、なかなか準備

ができませんでした。しかし、何かやってみないと次に

回りませんので、そのへんのところを皆さんのご理解を

いただきまして今日はやっていただきたいなと思ってお

ります。バズセッションというのは、ハチがブンブン言

うという事の「バズ」、「セッション」は会議ですから、

皆さんから今後につながるような、いろいろなご意見を

いっぱい出していただきまして、最終的には職業奉仕は

こうあるべきだというような結論をなんとか出してくだ

されば幸いだなと思います。 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

 

 

◆鈴木亨君 

 
 私、先週は例会だけで失礼させていただきました

が、せっかくガバナー補佐が選出された素晴らしい協

議会を失礼して申し訳ございませんでした。 
 

◆釜田英之君 

 
 先週、ガバナーの公式訪問例会ならびに協議会、そ

して交信会と、大勢の方にお付き合いいただきまして

ありがとうございました。ガバナーも非常に喜んでお

りました。 
 

◆ご子息がご結婚（関正夫君） 

 
お祝いいただきましてありがとうございます。本当

は終わってからニコニコをやろうと思ったのですけ

れども、先週成り行きで発表してしまいまして、その

時話をしたら、多分関はウルウルになるだろうと、言

われました。私も当日にならないとわからない事だっ

たのですけれど、３人目の子どもにして初めて、教会

式みたいなところでやりましたが、エスコートして、

ヴァージンロードを歩く事ができました。緊張してい

たせいか、涙も枯れ果てたのか、残念ながらウルウル

にはなりませんでした。昔風で言えば「嫁ぐ」という

言葉なんでしょうけれど、私からするとあまり嫁ぐと

 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔発 表〕 
◆水野敬泰君 

 

今日はあまり時間がありませんので、「ロータリーの

友」10 月号の８ページくらいからを今日帰りましたら

しっかりと読んでいただいて、今日のバズセッションの

意味合いをよくわかっていただきたいと思います。そし

て、今度 11 月の第２週に地区委員が参ります。その時

の話をされる意味というのも十分におわかりいただけ

るかと思います。 

 

◆中村満君 

 ４つのテスト、ＰＲは会社の目立つところに飾るとい

う事です。また公共の場所という事なのですが、公共と

いうのはどこがよろしいでしょうかという事になって

おります。皆さんはどういう風にお考えでしょうか。う

ちの方では、公共はまずいんじゃないかって事ですけれ

ども、それでよろしいでしょうか。 
 次に各事業ですが、４つのテスト唱和ですけれど、こ

ちらの方も歌が入ると記憶に残るので続けてほしいと

の事です。そして血液検査、料理教室、また職場での永

年勤務者の表彰もやりたいとの事です。次に、未来の委

員会事業で、職場見学等で仕事の内容を子ども達に理解

してもらうという意味で、一緒に職場見学と体験もした

いという事です。 

 

◆岩瀬文夫君 

 まず４つのテストから。事務所、玄関、居間、ゲスト

ルーム、昔もらって今どこにあるのかわからないので再

度配布をしてください。そしてロータリーソング、最近

は奉仕の理想ばかり多いが、毎週ロータリーソングを入

れていけば４つのテストだけでなく全部のロータリー

ソングを正しく覚える事ができるのではないでしょう

か。 
 あと職業相談で、ご住職の会員方に、慈善や道徳教育

などの教育に的をしぼり提供してもらいたいとの事で

す。それから会員の事業所を見学したいという事です。

 
◆釜田英之君 

 まず４つのテストの件ですが日頃の日常生活のなか

で、基幹として過ごすという事が一番大事なのではない

かと思います。体に染み込むまで一生懸命唱和したり、

目にするのがいいのではないかという事でございまし

た。そして４つのテストを掲げている会社というのは、

何回か行っているとやはりそこの会社の規律はしっか

りしているというような話が出ておりました。それから

唱和については先ほども言いましたが、体に、頭の中に、

染み込むまで繰り返しやるというのが良いのではない

かというような意見でございました。それから過去の事

業関係なのですけれども、職業奉仕と社会奉仕の区別が

なかなかつけにくいという事で意見が出ておりました。



 
 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 

 

 

職業奉仕というのは、この間の国際会議でもあった、23

‐34 というのが一番基本であります。一般的に決議

23-34 と言われているのは、これが 1923 年に開催された

国際大会に提出された第 34 項の議案からで、この 23-34

の原文は「公領に基づく諸各層に関するロータリーの方

針」なんて書いてあるのですけれども、基本的にはひと

つの人生哲学なのです。それは履行的な欲求と義務、及

びこれに伴う他人のために奉仕したいという感情との

間に存在する矛盾を和らげようとするものです。ここが

職業奉仕の一番の分かれ目ですから、奉仕活動の実践を

個人で行う事。しかし、奉仕活動の実践の例はクラブで

やりなさいというような事を言っております。ですか

ら、社会奉仕はその後にできた委員会で、そのテリトリ

ーの奉仕活動をしなければ何のロータリーかという事

から生まれたのが社会奉仕です。もう何年も前に３Ｈ運

動というのをやっていたのですが、今それが５大奉仕部

門になろうとしているという風潮になっております。こ

れは青少年が時代を背負うから、その人達にアプローチ

をかけるというのがロータリーの目指すところだと思

います。それは５大奉仕部門ですが、その中でも職業奉

仕というのはロータリーの本当の基ですから、問題に当

たった時はご自分で判断しておやりになったらいいで

しょう。みんな絶えず問題にぶつかってきたと思います

が、忙しい昼の時間に貴重な１時間をロータリーが頂戴

するのですから、これを活かしていかなければ何の意味

もない訳です。退会者が出るたびに私はいつでも反省し

ていますけれども、私どもも高度な解釈はできません。

難しいことは考えられませんが、ただ古い人が新しい人

の面倒を見ないと続かないという風に思い、絶えず反省

しながらやっていきたいと考えております。 
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【今週の一言】●相手のことを本当に理解したければ、ただ「聞く」のではなく、十四の心をもって「聴く」こ

とが大切である（「聴」という字は耳へんに十四の心と書く） 

時によっては職業奉仕でやっても良いし、時には社会

奉仕でやっても良いし、そこの区別はあまり気にしな

い方が良いのではないかという意見もあったのです

けれども、区別としては明確に分かれております。し

かし、職業奉仕そのものが曖昧ですので、それで良い

んじゃないかという意見であります。 
  
◆小島幸雄君 

 
私どものブロックは示された問いにはまったく触

れないで、キャリアが３年ぐらいの人、そして 20 年

の人も居れば、30 年の人も居ればといろいろありま

すから、その中で職業奉仕というのはどういう事なの

か、という事を基調として今までお感じになったこと

を話していただきました。今釜田さんの話でもありま

したが、職業奉仕委員会というのは何をやったら良い

のか、何なんだというのがまだわからないのですね。

だけども、これもガバナーによって指導方針という

か、その掴み方が変わってきております。先ほども出

ましたが「ロータリーの友」、これ読んでいる方どの

くらいいらっしゃいますか？たまたま 10 月は職業奉

仕月間ですから、大概その月間をとらえました機構文

なり何なりが出ております。これを見ていますと、「よ

くわかるロータリーのすすめ」という事で、職業奉仕

月間を迎えてという話で書いてあります。大変失礼で

すがパストガバナーの方でもこの問題をはっきりと

らえている方はそう居ないです。それほど難しいので

すが、しかしこれはロータリーの基本ですから、ここ

を間違えないようにしないといけない訳です。社会奉

仕と職業奉仕とどう違うんだいというのは、まったく

基点が違うのです。ロータリーを作って、自分たちで

作ったクラブをどうコントロールしてやっていこう

かというのがクラブ奉仕です。ですから１番目に、そ

して２番目の職業奉仕がきているのです。 

 

出席報告 10 月７日（金） 
出席委員会 手塚 明宏 委員長 
会員 出席 ＭＵ 欠席 出席率 

 38 名 26 名 ５名 ７名 81.58％ 

欠席：浅野玄航、内田秀実、小林悠紀、斎藤義典、

高山裕紹、渡辺保、渡辺幸男 


